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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう
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一

ー

を
置
き
、
と
く
に
脱
臭
装
置
に
つ
い
て

は
、
臭
気
を
低
濃
度
お
よ
び
高
濃
度
に

分
別
し
、
低
濃
度
臭
気
に
つ
い
て
は
、

水
洗
十
ア
ル
カ
リ
脱
臭
、
高
濃
度
臭
気

に
つ
い
て
は
、
直
接
燃
焼
方
式
を
採
用

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
度
処
理
と
し
て
は
、
薬
品

凝
集
沈
澱
方
式
を
採
用
し
、
放
流
水
の

水
質
汚
濁
防
止
に
処
理
技
術
が
と
り
く

ま
れ
て
い
ま
す
。

処
理
人
口
で
は
、
５
万
３
，
０
０
０

人
を
対
象
と
す
る
大
規
模
な
処
理
施
設

で
し
尿
汲
取
の
苦
情
も
解
消
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

成
し
ま
し
た
。

昭
和
卵
年
、
副
年
産
の
２
年
次
継
統

事
業
で
工
事
を
進
め
て
い
た
「
高
萩
市

及
十
王
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
」
の
し
尿
処

！
』
１
画 理

場
の
増
設
改
造
工
事
は
、

なの ト
ル
の
大
量
処
理
が
可
能
釦
な
り

処 １
月
か
ら
正
式
な
運
転
に
入
る
予

処
理
方
式
は
、
消
化
方
式
で
、
｝

特
徴
と
し
て
は
、
公
害
防
止
に

っ
て
い
ま
す
。

総
工
費
は
４
億
５
，
７
０
０
万

理
能
力
は
、
１
日
に
６
６
キ
戸

こ
の
完
成
さ
れ
た
処
理
賎
能
の

は
理
月
末
日
ま
で
行
な
わ
れ
、

５
万
ｓ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
人
の

一
◇
医
吟
準
郵
忌
堅

処
理
が
可
能
に
一
許
？

駆
年
１
月
か
、
わ
運
転

』

皿
月

宅

祁
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手
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よ
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第
２
、
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、
第
１
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高
度
経
済
成
長
の
中
で
冠
婚
葬
祭
な

ど
「
も
の
よ
り
こ
こ
ろ
」
の
本
来
の
目
的

よ
り
遠
ざ
か
り
派
手
に
な
り
す
ぎ
、
イ

ン
フ
レ
と
不
況
の
現
在
、
資
源
の
浪
費

●
コ
ミ
公
害
を
引
き
越
こ
す
ほ
か
、
経
済

的
な
圧
迫
に
つ
な
が
る
の
で
、
こ
れ
を

簡
素
化
し
よ
う
と
い
う
声
が
各
方
面
か

ら
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ’

一一

教
育
委
員
長
に

作
山
栄
一
氏
一
一

熱

一

１
１
下
手
綱
１
４
７
な
っ
て
い
ま
す
。

０
Ⅱ
写
真
Ⅱ
が
同
日
付
で
教
育
委
員
長
ま
た
同
氏
は
、
昭
和
鯛
年
加
月
１
日
一二

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
、
旧
制
か
ら
教
育
委
員
と
し
て
つ
と
め
て
お
ら
↑一

日
立
中
学
校
（
現
在
日
立
一
高
）
を
卒
れ
ま
す
。

アンケート用紙配布回収

葬
祭
。
快
気
祝
い
な
ど
の

配布枚数｜

回収枚数｜
回 収率｜

葬 祭

一二一
一｢蔦rl"" | ｣雛だけとする

赦を制似

7，732

4．493

58．1

等

件数比率

981 16．9

758 13．0

898 15．4

86 1．5

730 12．6

2．305 39．6

57 1．0

3．150 73．9

980 23．0

135 3．1
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簡
素
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
ま
る

したﾉﾉｶ

よい

． ’蕪とトリM1i齢

印ﾙﾘ化I陥だけ

そ の他

よくともよい

こ方がよい

の 他

L状のみとする

良くともよい

の 他

ト
レ
」

崎|:瞳 と
か
ら
、
過
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

支
部
長
、
評
議
員
さ
ん
に
お
願
い
し
市

民
の
皆
さ
ん
に
葬
祭
、
快
気
祝
等
の
あ

り
方
を
今
後
ど
う
す
べ
き
か
と
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
集
計
が
で
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

そ

否｜ 廃止して礼状のみ

#| ''i''限し葱《と＃
一一
二
） 快 気

一一

封 1

秒、

件数
rIヨニ

トレ易立息
上し一F

０
２
７

０
３
１

８
３
２

２
１

叫
一
郷

廃I l2した方がよい

もよい削限しな

il ll こ〉 、0勺
を ノ

自
主
的
に
市
民
の
中
か
ら
発
足
、
現
在

鋤
名
の
隊
員
が
交
通
安
全
の
た
め
に
奉

仕
し
て
お
り
ま
す
。
交
通
指
導
隊
の
目

員
７
，
７
３
２
人
を
対
象
に
し
、
粥
。

１
％
に
あ
た
る
４
，
４
９
３
人
の
回
答

を
得
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
葬
祭
の
花

輪
に
つ
い
て
は
、
調
・
６
％
が
廃
止
し

た
方
が
よ
い
と
答
え
、
従
来
通
り
と
答

え
た
の
は
廻
・
６
％
で
あ
り
、
１
基
だ

け
又
は
、
印
刷
花
輪
に
す
る
な
ど
、
な

ん
ら
か
の
制
限
を
し
た
方
が
よ
い
と
答

え
た
の
は
幻
・
８
％
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
香
典
返
し
は
、
廃
止
し
て
礼
状
だ

け
に
す
る
が
乃
一
．
｜
，

64 り
が

､~23

廃
止
し
た
方
が
よ
い
》
答
え
た
方
は
、

鯉
・
４
％
、
い
ま
ま
唾
通
り
が
訓
・
６

Ｉ
ｖ
０
ｑ
△
ぜ
。

一
一
↑
↑
叱
巳

坐
‐
生
、

Ｉ

高
９
％
、
い
ま
ま
で
通

、
快
録
祝
に
つ
い
て
は

萩
市
交
通
指
導
隊

〕

、
昭
和
副
年
３
月
に

○
皿
月
蝸
日
Ｉ
型
日
市
民
体
育
館

俳
句
、
書
道
、
華
道
、
編
物
、
川

柳
、
短
歌

○
ｎ
月
四
日
ｌ
型
日
中
央
公
民
館

査
等
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
交
通
指

導
隊
に
は
、
取
締
り
権
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
違
反
及
び
悪
質
運
転
者
等
を
目

る
た
め
に
あ
り
、
こ
の
た
め
に
朝
夕
の

り
つ
し
よ
う
指
導
、
自
転
車
の
定
期
検

％
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
今
後
市
内
の

各
種
団
体
な
ど
と
話
し
合
い
改
善
を
は

高
萩
市
文
化
祭
の
日
程
が
次
の
よ
う
盆
栽
、
皐
月

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
発
表
会

▼
展
示
会

○
ｎ
月
皿
日

○
ｎ
月
４
日
ｌ
妬
日
春
日
児
童
公
園
剣
舞
詩
舞
、

一
調
一
化

○
ｎ
月
別
日

○
ｎ
月
鵡
日
ｌ
配
日
中
央
公
民
館
川
柳

美
術
、
写
真
、
人
形
っ
皿
月
ｎ
日

○
ｎ
月
皿
日

〆＄
一 一

、

文
化
祭
の
日
程
が
変
り
ま
す

掌
し
た
場
合
は
、
警
察
署
並
び
に
関
係

機
関
等
へ
連
絡
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

加
月
”
日
．
夜
、
秋
山
小
近
く
の
県

道
で
、
ひ
き
逃
げ
死
亡
事
故
が
あ
り
、

警
察
署
の
協
力
依
頼
に
よ
り
、
交
通
指

導
隊
が
、
事
故
車
を
追
跡
中
、
現
場
か

ら
約
４
キ
ロ
離
れ
た
場
所
で
発
見
し
、

事
件
解
決
に
協
力
し
ま
し
た
。

市
民
一
人
一
人
が
協
力
し
て
事
故
の

な
い
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
よ
う

昭
和
刷
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

運
転
者
向
け

運
転
が
示
す
あ
な
た
の
お
人
柄

歩
行
者
向
け

危
な
い
子
を
し
か
る
よ
り
手
を
ひ

》
」
澤
勺
〆

こ
ど
も
向
け

と
び
出
す
な
車
の
あ
と
に
ま
た
車

か
つ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

今
後
の
詮
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
民
体
育
館

剣
舞
詩
舞
、
吟
詠

○
ｎ
月
別
日
中
央
公
民
館

１
０

川
柳

○
皿
月
虹
日
市
民
体
育
館

民
謡
、
バ
レ
エ

○
ｎ
月
即
日
中
央
公
民
館

茶
道

』
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〃
火
災
は
人
災
・
防
ぐ
は
あ
な
た
″
を

統
一
標
語
と
し
て
皿
月
郡
日
（
金
）
よ

り
哩
月
２
日
（
木
）
ま
で
昭
和
副
年
秋

季
火
災
予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

火
災
の
多
発
期
を
迎
え
家
庭
内
、
職

場
内
で
の
防
火
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い

家
族
み
ん
な
が
防
火
の
そ
な
え

帥
で
か
け
る
前
、
や
す
む
前
に
は
火

の
元
を
点
検
し
よ
う

伺
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

㈲
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
暖
房
器
具
は
使
い

方
に
気
を
つ
け
よ
う

こ
れ
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん

分
た
ち
だ
け
よ
け
れ
ば
ｌ
と
い
う
不
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一
一
一
一
一
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一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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’
一
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｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

自
分
た
ち
だ
け
よ
け
れ
ば
…
…
て
は
道
徳
な
行
な
い
で
す
。

市
で
は
「
・
コ
ミ
」
の
収
集
に
は
積
極

ゴ
、
、
、
の
出
し
方
に
工
夫
を

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
必
ず

町
内
の
協
力
が
必
要

唾
誰
諦
嘩
燕
群
醒
搾
恥
皿
蓉
峨
珪
さ
い

道
徳
な
行
な
い
で
す
。

家
庭
・
職
場
で
防
火
に
心
が
け
を

最
近
、
産
業
公
害
が
い
ろ
い
ろ
な
問

題
に
な
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
直
接

間
接
に
か
か
わ
り
合
い
が
で
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
家
庭
公
害
に
つ
い
て
も

見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
↑

家
庭
公
害
と
は
、
個
々
の
家
か
ら
出

さ
れ
る
公
害
で
、
関
根
川
や
花
貫
川
な

ど
の
汚
濁
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
「
ゴ
ミ
」
や
「
不
燃
物
」
の
投
げ

捨
て
な
ど
で
す
。

毎
日
の
よ
う
に
河
川
に
き
た
な
く
浮

い
た
り
、
沈
ん
で
腐
敗
し
て
い
る
汚
物

は
、
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
は
、
家
庭
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
自

０門
ホ
テ
ル
に
泊
る
時
な
ど
に
は
、
避

難
方
法
を
確
め
て
お
こ
う

全
員
そ
ろ
っ
て
職
場
の
防
火

目
お
年
寄
り
や
幼
児
の
安
全
な
避
難

方
法
を
考
え
よ
う

㈱
消
火
用
具
や
消
火
用
水
の
備
え
を

し
よ
う

‐
）

秋季火災予防運動

11月26日～12月2日

ミ
は
か
な
ら
ず
丈
夫
な
紙
袋
か
ダ
ン
ポ

市
で
は
「
・
コ
ミ
」
の
収
集
に
は
積
極
－
ル
箱
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
必
ず
○
き
め
ら
れ
た
日
以
外
は
出
さ
な
い

唾
誰
諦
唾
燕
鐸
繩
糀
恥
叫
窪
峨
珪
さ
い
ゴ
ミ
収
集
日
は
き
ま
っ
て
い
ま
す
。

き
め
ら
れ
た
日
以
外
は
、
》
「
一
ミ
を
出
さ

Ｃ

ｑ

ｌ

ｆ

台
所
の
ゴ
ミ
は
、
か
な
ら
ず
水
切
り
な
い
で
く
だ
さ
い
。
野
犬
な
ど
に
袋
を

を
し
て
か
》
顎
出
し
て
く
だ
さ
い
。
処
理
破
ら
れ
附
近
を
汚
し
ま
す
。
ゴ
ミ
は
指

す
る
作
業
華
蝿
難
を
き
た
し
ま
す
。
で
定
さ
れ
た
日
の
朝
出
し
て
く
だ
さ
い
・

き
る
だ
け
祁
嬬
な
ど
に
使
っ
て
、
ゴ
ミ
ま
た
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
ス
プ
レ

の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
－
類
が
入
っ
て
お
り
炉
内
で
爆
発
し
て

○
丈
夫
な
紙
袋
か
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
へ
作
業
員
が
怪
我
を
し
て
お
り
ま
す
。

子
．
『

収
集
の
作
業
員
が
車
に
積
み
こ
む
際
燃
え
る
・
コ
ミ
と
燃
え
な
い
？
コ
ミ
は
か

に
袋
が
破
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
な
ら
ず
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

二
△
△
、
一
厘
ニ
マ
ロ
Ｄ
’
戸
壽
・
』
・
凸
二
二
一
・
・
◇
”
二
一
一
”
ロ
”
“
二
一
一
↓
。
。
・
・
一
Ｆ
】
訴
・
二
“
一
言
『
・
“
Ｌ
二
一
・
・
・

二
↑
』
ニ
マ
。
。
ｑ

言
一
▽
Ｄ
“
。
』
堂
一
・
・
▽
’
一
二
一
マ
マ
△
▽
一

「

一
・
・
”
・
ニ
壽
宅
。
・
・
】
二
一
・
・
．
・
三
【

▽・

・
二
一
二
凸
阜
。
一
三
一
・

恩
給
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

腰
嶮
Ｆ
・
・

霊
』
↑
蔦
一
声
堂
該
当
者
は
早
め
に
手
続
き
を

恩
給
法
が
躁
鴎
さ
紙
》
ま
し
た
。
該
当
改
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は

者
は
お
忘
れ
濯
ぐ
請
求
を
し
て
く
だ
さ
○
普
通
扶
助
料
を
受
け
て
い
る
妻
が
鵡

い
。
歳
未
満
、
ま
た
は
不
具
廃
疾
の
子
を

一
一
三
一
三
三
三
雪
三
三
言
三
三
三
三
三
三
三
扶
養
し
て
い
る
場
合
の
加
算
。

帥
消
防
詠
画
歴
ど
防
火
の
た
め
の
計
○
傷
病
年
金
を
受
け
て
い
た
人
が
死
亡

画
を
よ
く
理
解
し
て
お
こ
う
し
、
そ
の
遺
族
に
扶
助
料
が
支
給
さ

何
消
錘
訓
鵜
蕊
難
誘
導
訓
練
を
実
れ
て
い
な
い
場
合
の
傷
病
者
遺
族
特

施
し
よ
う

別
年
金
に
該
当
す
る
場
合
は
請
求
。

㈲
通
路
や
出
入
口
な
ど
は
、
避
難
し
○
「
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

や
す
く
し
て
お
こ
う
付
金
に
つ
い
て
」
は
、
昭
和
６
年
９

㈲
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
危
険
物
月
娼
日
以
後
昭
和
哩
年
７
月
７
日

は
安
全
に
管
理
し
よ
う

（
満
州
事
変
間
）
に
公
務
上
の
傷
病

に
か
か
っ
た
軍
人
で
、
こ
れ
に
よ
り

㈱
火
気
の
使
用
場
所
は
、
整
理
整
頓

昭
和
媚
年
４
月
１
日
に
お
い
て
傷
病

し
て
安
全
を
確
め
よ
う

《
恩
給
を
受
け
て
い
る
も
の
の
妻
に
特

防
火
点
検
の
た
め
何
項
目
か
あ
げ
て

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ぷ
ま
し
た
。
も
う
一
度
秋
季
火
災
予
防

額
訓
万
円
（
特
項
症
’
一
款
症
）
額

運
動
が
は
じ
ま
る
の
を
機
会
に
家
庭
内

妬
万
円
（
二
款
症
’
五
款
症
）
く
わ

職
場
内
で
、
防
火
に
つ
い
て
の
話
し
合
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事
務
所
社
会

い
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
係
（
内
線
２
８
５
）
へ
ど
う
ぞ

○
と
き
哩
月
１
日
、
２
日
の
２
日

間
午
前
叩
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で

○
と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

○
展
示
団
体

は
ま
な
す
生
活
学
校
、
東
京
電
力
日

立
営
業
所
高
萩
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
。
〈
ン
ガ
ス
保
安
協
会
高
萩
支
部

高
萩
保
健
所
、
高
萩
地
区
農
業
改
良

普
及
所
、
茨
城
県
計
量
検
定
所
、
茨

城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
高
萩
市

消
防
署

”
ゑ
な
お
そ
う
わ
た
し
の
く
ら
し
く

を
テ
ー
マ
に
第
５
回
み
ん
な
の
消
費
生

活
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
消
費
生
活
展
は
、
今
年
で
５
回

目
を
迎
え
、
市
と
第
５
回
ゑ
ん
な
の
消

捜
生
活
展
実
行
委
員
会
が
主
催
で
噺
各

種
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
象
な
さ
ん
が
、
ぜ
ひ
ご
ら
ん

に
な
っ
て
か
し
こ
い
消
費
者
に
な
る
よ

う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

。みなおそうわたしのくらし、

をテーマに消費生活展

12月1日～2日

中央公民館で開催
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鞭 …

夫
婦
そ
ろ
っ
て
年
金
が

国
民
年
金
の
制
度
に
は
、
奥
さ
ま
も

加
入
で
き
る
任
意
加
入
制
度
が
あ
る
の

を
ご
存
知
で
す
か
。

奥
さ
ま
は
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
い

る
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
の

保
障
も
あ
り
ま
す
が
、
奥
さ
ま
が
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
将
来
は
ご
夫

婦
そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金
が
う
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
老
後
の
く
ら
し
は
安
心
で
す

保
険
料
は
１
カ
月
１
，
４
０
０
円
で

３
ヵ
月
分
づ
つ
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
加
入
は
簡
単
な
手
続
き
で

で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
を

最
近
、
年
金
制
度
に
対
す
る
関
心
が

非
常
な
高
ま
り
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
は

承
な
さ
ん
の
生
活
に
密
接
な
つ
な
が
り

を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
制
度
の
内
容
や

#蕊驚
き蕊識熱
pq F鍔L L.』

認奥
さ
ま
も
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

鍵 蕊簿
瀞

Ⅱ
月
訪
日
年
金
相
談
跳
斬
篭
啼
開
設

倒
奮
エ
ア
嘩
報
Ｊ

手
続
き
な
ど
を
し
ら
な
い
で
い
る
と
年
が
相
謝
禦
噛
哩
響
蕊
堤
融
で
、
気
軽
に
お

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て
大
出
か
生
虐
渥
髻
言
權
讓
し
て
く
だ
さ

変
損
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
い
。

◎
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
驍
謡
靴
唾
丹
鑛
酢
（
金
）

が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
ど
ん
な
場
合
だ
鐡
抵
雫
餌
鮎
聯
１
２
時
ま
で

ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
手
続
き
は
ど
う
と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館
大
会

し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

郵
聡
準
壜
③
１
１
２
＆

◎
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
病
気
で
長
い

間
寝
て
い
る
よ
う
な
場
合
保
障
が
あ
る
＋
《詑
》
》

の
だ
ろ
う
か
。

◎
会
社
に
勤
め
た
が
、
今
ま
で
の
国
民

年
金
の
掛
金
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か

◎
国
民
年
金
の
保
険
料
が
掛
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。

◎
会
社
を
や
め
て
お
嫁
に
ゆ
く
の
で
す

な
の
だ
ろ
う
か
。
が
で
き
》
岼
号
峰
》
識
聖
醍
脾
嶬
醐
韮

認

が
、
脱
退
手
当
金
を
も
ら
っ
た
方
が
得
障
害

◎
物
価
が
あ
が
り
、
生
活
水
準
が
向
上
か
ら
の
病
気
や
ケ
ガ
が
、
加
歳
前
の
病

す
る
中
で
将
来
の
年
金
額
は
ど
う
な
る
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
に

障
害
の
程
度
が
重
く
て
、
自
分
の
身
の

の
だ
ろ
う
か
。

一－

L戸

鱗
蕊蕊

蕊 蕊
識

爵 鷲

◎
遺
族
年
金
（
厚
生
年
金
）
と
国
民
年
金

は
両
方
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
制
度
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
凝
問
や
手
続
き
な
ど
な

ん
で
も
結
構
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
出
か
け
に
な
っ
て
相
談
し
て
く
だ
さ

い
っ

な
お
、
こ
の
相
談
員
は
、
日
立
社
会

保
険
事
務
所
の
厚
生
年
金
と
国
民
年
金

を
担
当
し
て
い
る
職
員
と
市
役
所
の
係

ま
わ
り
の
こ
と
が
ま
っ
た
く
で
き
な
い

人
（
１
級
）
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
蝿
年
３
月
よ
り
比
較
的
軽

い
障
害
（
２
級
）
に
も
支
給
の
範
囲
が

ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の

障
害
年
金
、
ま
た
は
。
障
害
福
祉
年
金

の
請
求
を
一
度
も
し
た
こ
と
が
な
い
人

で
、
１
級
、
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
な
ど
で
す
。

現
在
１
級
障
害
福
祉
年
金
は
月
額
２

０
，
３
０
０
円
（
２
級
障
害
月
額
１

３
，
５
０
０
円
）
で
す
が
年
金
を
受
け

ら
れ
る
程
度
の
障
害
に
該
当
し
て
も
裁

定
請
求
を
し
な
け
れ
ば
、
障
害
福
祉
年

金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

２
級
障
害
の
程
度
と
は

２
級
障
害
に
該
当
す
る
程
度
と
は
、

お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
目
の
障
害

一

夫婦で年金がいただけるなんて…。

両
眼
の
視
力
の
和
が
０
．
０
５
以
上

０
．
０
８
以
下
の
人
（
視
力
表
の
１
番

大
き
な
文
字
が
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
、
２

メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
や
つ
と
読
め
る

程
度
で
日
常
生
活
に
非
常
に
不
便
を
感

ず
る
程
度
の
人
）
で
す
。

◎
耳
の
障
害

両
方
の
耳
の
聴
力
損
失
が
そ
れ
ぞ
れ

鋤
デ
シ
ベ
ル
以
上
卯
デ
シ
ベ
ル
未
満
の

人
（
耳
も
と
で
大
声
を
出
し
た
場
合
や

つ
と
わ
か
る
程
度
の
人
）
で
す

◎
手
足
の
障
害

両
手
の
お
や
指
と
ひ
と
さ
し
指
、
ま

た
は
、
お
や
指
と
中
指
が
つ
け
ね
か
ら

な
い
が
、
あ
っ
て
も
マ
ヒ
等
で
用
を
な

さ
な
い
人
。
片
手
の
す
べ
て
の
指
を
つ

け
ね
か
ら
失
っ
た
人
。
両
足
の
す
べ
て

の
指
を
失
っ
た
人
、
片
足
を
足
首
か
ら

上
で
失
っ
た
人
で
す
。

◎
内
部
障
害

結
核
性
、
腎
臓
、
肝
臓
、
心
臓
、
血

液
な
ど
の
病
気
の
た
め
、
安
静
を
必
要

と
し
日
常
生
活
が
き
わ
め
て
困
難
な
人

◎
精
神
の
障
害

精
神
分
裂
症
、
精
神
薄
弱
な
ど
の
精

神
の
病
気
で
、
家
庭
内
の
単
純
な
日
常

生
活
は
で
き
る
が
、
社
会
生
活
は
で
き

な
い
人
。

◎
そ
の
他
言
語
障
害
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
障
害
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
障
害
の

程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
市
役
所
保
険
年
金
課
へ
相
談
く

だ
さ
い
。
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ｑ

私

は

、

な

ん

と

な

く

晴

々

し

た

気

持

Ｉ
寄
稿
Ｉ

で
笠
間
を
去
っ
た
が
、
自
分
た
ち
の
住

笠
間
に
菊
を
見
に
行
っ
た
と
き
の
こ
む
市
名
の
誤
字
ほ
ど
不
愉
快
な
も
の
は

と
だ
が
、
ふ
と
、
笠
間
駅
の
各
駅
運
賃
な
い
。

表
を
見
あ
げ
た
ら
、
高
萩
毎
年
知
人
、
友
人
な
ど

駅
が
（
高
荻
駅
）
と
言
い
か
ら
年
賀
状
を
い
た
だ
く

こ
ェ
う

て
あ
っ
た
。
１
日
に
何
万
ｊ
Ｉ
が
、
こ
の
う
ち
二
通
ま
た

字
加
よ
は
三
通
は
必
ら
ず
（
荻
）

人
と
い
う
乗
降
客
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
誰
一
人
と
書
い
て
く
る
。
う
れ
し

噸
Ｈ
刈
計
蕊
鱸
畷
舞
蕊

と
し
て
気
が
つ
か
な
い
の

か
、
気
が
つ
い
て
も
注
意

名
傲
を
い
て
こ
ら
れ
て
は
、
有
難

す
る
人
が
な
い
の
か
と
、

私
は
腹
立
た
し
さ
と
不
愉
市
気
味
も
薄
ら
い
で
し
ま
う
こ

快
を
感
ぜ
ず
に
は
お
ら
れ
と
も
あ
る
。

ず
、
早
速
駅
員
に
こ
の
誤
出
さ
れ
る
方
も
出
す
方

字
を
指
摘
し
た
。
駅
員
は
、
「
な
る
ほ
も
、
市
名
だ
け
は
間
違
わ
な
い
よ
う
に

ど
間
違
っ
て
い
ま
す
ね
。
…
・
・
。
誠
に
す
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

み
ま
せ
ん
。
た
だ
ち
に
訂
正
し
ま
す
」
安
良
川

と
素
直
に
答
え
て
く
れ
た
。
桜
井
利
右
エ
門

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
鴬
思
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
き
ぎ
§
§
窯
ミ
ミ
§
ミ
ミ
§
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
零
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
鷲

鼻
Ｗ
民
登
迩
軽
羅
塗
蕊

鯵

「
竹
細
工
師
は
、
竹
で
編
む
製
品
を
作
い
ん
で
す
よ
。
市
内
で
は
農
家
の
人
が

る
う
え
で
芸
術
的
な
セ
ン
ス
と
、
と
く
ほ
と
ん
ど
で
す
ね
」
と
次
の
仕
事
に
か

に
絵
の
才
能
を
必
要
と
し
ま
す
。
最
近
か
り
静
か
に
話
す
箕
川
哲
之
助
さ
ん

灘
恥
睡
毎
師
ん

ゞ
■
■

》

㎡

叫

諏

卦

缶

哩

生

岬

Ⅱ

錨

一

〉

恥

吋

捲

韓

桝

罐

』

稚

工
さ

Ⅲ
凸
Ⅱ
く
詩
学
符
衿
“
認
具
㎡
．
呉
・
』
Ⅱ
’
額
、
晶
浄
や
軸
堂

“

再

Ｅ

唾

哩

Ⅱ

搾

昂

口

鎚

』

■

認

ロ

魂

蕊

燕

の

細

鋤

梱
》
》
》
》
〃
悪
密
一
尋
丘
》
Ｈ
Ｆ
口
皀
Ｊ
Ｉ
Ｆ
口
己
Ｉ
Ｆ
に
口
口
旧
ニ
ロ
ヨ
ー
咋
刀
訓
竹
庖

霊
雲
訂
滿
箕

鐵
》
舞
穏
撒
謝

た
だ
一
人
の
竹
細
工
師
。

鋼
竹
細
工
作
り
は
、
祖
父
、
父
そ
し
て

三
代
目
の
哲
之
助
さ
ん
へ
と
長
年
に
渡

っ
て
引
・
戦
前
、

市
内
に
同
業
者
が

い
た
が
の
製
品
の

進
出
に
業
し
て
し

ま
っ
た製

品
ん
ど
は
、

マ
竹
が
内
か
ら
買

い
入
れ
年
以
上

（
直
径
も
の
を
使

っ
て
い
る
。
装
飾
用
の
製
品
に
は
、
す

す
竹
を
マ
竹
に
組
承
合
わ
せ
て
製
品
と

す
る
。
「
と
く
に
竹
は
、
証
割
り
（
荒

ゐ
七
五
壷
均
一
愛
か
子
が
３
歳
と
５
歳

女
の
子
寵
母
歳
と
７
歳
の
ｎ
月
晦
日
に

氏
神
様
腫
舞
事
成
長
し
た
こ
と
を
感
謝

し
祝
う
棒
事
で
壺
倒

豪
華
溌
爽
服
蕾
着
さ
せ
、
有
名
な
神

芯
潰
載
寒
奪
§
＆
、
侭
轍
べ
識
篭
蕊
管
零
類
盈
掻
寒
寒
寒
謹
哉
設
、
、
窯
蕊
導
遠
承
寒
、
誤
溌
哉
竃
歌
事
、
誤
蕊
窓
、
い
、
さ
い
、
ぷ
ま
ぶ
ぶ
設
蕊
、
い
ぷ
、
寒
い
、
獣
、
い
駁
我
さ
、
還
敬
蕊
、
噂
誤
衷
鳶
華
い
ぶ
さ
ぎ
悪
い
、
、
華
、
ぷ
、
斌
忠
、
謡
い
芯

（
翌
密
Ⅱ
安
良
川
、
Ｉ
は
、
市
内
で
割
り
と
も
い
う
）
を
す
る
と
数
日
お
け
》

ｅ

リ

社
に
参
拝
鐵
謁
泌
雲
瞳
ま
っ
た
く
な
く

近
く
の
神
社
に
成
長
し
た
こ
と
を
報
告

や
一

=

＝

な
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
日
に
作
り
あ
げ
》
サ
イ
善
ス
を
確
認
し
て
か
ら
。
・

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
で
す
か
ら
勿
○
ア
ル
バ
ム
・
ぬ
い
ぐ
る
み
を
贈
る

肺
善
時
揃
釦
榊
錘
蠅
唖
轆
逵
姥
華
症
一
》
鋤
睡
や
鏥
轤
畷
詳
睦
苞
一
』
唖
掘
割
唾

》
桐
珊
唾
圭
耗
も
邪
魔
に
は
な
ら
な
い

今
で
も
運
動
会
や
祭
り
な
ど
に
使
わ

れ
る
注
文
が
多
く
異
色
の
製
作
に
と
り

〃

く
ん
で
い
ま
す
。
「
注
文
は
メ
ー
ト
ル
物
○
遊
戯
用
品
を
贈
る
相
手
の
年
令
に

罐
浄
澤
群
溶
錘
恥
垂
唖
唾
江
鋤
一
吟
評
毎
巍
辛
口
』
稚
画
細
睡
峨
嬬
馳
が
舜
珂
誕

呼
し
な
い
安
全
な
も
の
を
考
え
ま
し
よ

を
か
く
。

擁

「
古
い
民
芸
品
や
、
昔
の
農
具
、
龍
な
》
う
。

〃

ど
を
保
存
し
て
後
世
に
残
し
て
象
た
ら
勿
○
手
作
り
の
も
の
を
贈
る
真
心
を
贈

：
．
…
。
で
き
れ
ば
私
の
手
で
複
元
し
て
《
る
意
味
で
最
適
で
す
が
、
か
な
り
の

み
な
さ
ん
に
展
示
し
て
み
た
い
」
と
手
》
拙
群
却
准
唾
郷
極
娠
傘
却
廷
、
か
え

作
り
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

贈
り
物
の
ヒ
ン
ト

お
中
元
、
お
歳
暮
か
ら
、
お
祝
い
や

記
念
品
の
し
る
し
と
し
て
贈
る
も
の
ま

で
、
と
か
く
贈
り
物
の
機
会
は
多
い
も

の
で
す
。
そ
こ
で
、
気
の
き
い
た
贈
り

物
の
ヒ
ン
ト
を
。

喜
ば
れ
る
贈
り
方

○
本
を
贈
る
相
手
の
好
象
が
あ
る
の

で
図
書
券
の
方
が
喜
ば
れ
ま
す
。

本
の
場
合
は
や
た
ら
に
名
ま
え
を
書

き
こ
ん
で
贈
ら
な
い
こ
と
で
す
。

し
、
将
来
の
加
護
を
祈
る
ほ
う
が
自
然

と
い
え
ま
す
。
子
ど
も
に
も
、
そ
の
趣

旨
を
よ
く
話
し
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

今
日
で
は
、
そ
の
年
の
流
行
な
ど
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
ま
ざ
っ
て
多
彩
で
す
。

で
も
、
千
歳
飴
の
袋
を
ひ
き
づ
り
そ

う
な
子
ど
も
の
か
わ
い
ら
し
さ
は
、
今

も
昔
も
変
ら
な
い
よ
う
で
す
。

○
花
を
贈
る
花
こ
と
ば
を
調
べ
て
添

え
れ
ば
好
ま
し
い
。

○
椅
子
を
贈
る
お
と
し
よ
り
の
い
る

家
庭
に
は
、
揺
り
椅
子
な
ど
が
意
外

に
喜
ば
れ
ま
す
。

○
切
符
を
贈
る
観
劇
券
、
コ
ン
サ
ー

ト
の
券
、
周
遊
券
な
ど
相
手
の
好
み

に
合
わ
せ
て
。

○
酒
類
を
贈
る
め
ず
ら
し
い
酒
類
や

し
ゃ
れ
た
容
器
の
も
の
は
、
実
用
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

と
し
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。

○
預
金
通
帳
を
贈
る
入
社
祝
い
や
結

婚
祝
い
な
ど
社
会
に
巣
立
つ
人
に
は

単
に
現
金
で
贈
る
よ
り
は
、
そ
の
金

額
を
預
金
に
し
て
、
通
帳
と
印
か
ん

を
添
え
て
贈
る
の
が
気
の
き
い
た
贈

り
物
で
す
。
’

○
衣
類
を
贈
る
親
し
い
間
柄
の
人
に

は
最
適
。
し
ゃ
れ
た
ネ
グ
リ
ジ
ェ
な

ど
が
意
外
に
喜
ば
れ
ま
す
。
相
手
の
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飼育技術を競い 、

肥育牛共進会が開かる
肉
牛
の
飼
育
技
術
向
上
を
め
ざ

し
た
高
萩
肥
育
牛
共
進
会
が
高

萩
家
畜
市
場
で
開
か
れ
ま
し
た

会
場
に
は
、
市
内
各
農
家
か
‐

ら
生
後
２
年
以
上
の
め
す
牛
、

去
勢
牛
約
帥
頭
が
出
品
ざ
れ
飼

育
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
通
り
・
・

で
す
。

去
勢
牛

名
誉
賞
小
堀
捨
吉
さ
ん
の

「
勝
仁
号
」
１
島
名

優
等
一
席
坂
ノ
上
日
出
夫
さ

ん
の
「
竜
子
萩
号
」
Ⅱ
下

手
綱

〃
二
席
滝
俊
晁
さ
ん
の

「
保
萩
号
」
Ⅱ
上
手
綱

〃
三
席
小
堀
光
男
さ
ん
の

「
藤
実
号
」
Ⅱ
島
名

め
す
牛

優
等
伊
藤
忠
平
さ
ん
の
「
と

よ
わ
か
号
」
Ⅱ
安
良
川

喜
る
如
月
１
日
と
２
日
、

食

と高萩ライ－ゴミのないきれいなまちにしよう－

一
フ
ノ
１

祁
癖
日
清
８
の

月
朝

加
早

、
の

は
ロ

で
東

ｊ
と

男
前

年
駅

石
が

長
名
・

会
加
た

く
員
し

プ
会
ま

ラ
ら
し

ク
か
を

ズ
｜
分
業

ン
鋤
作

オ
時
仕中

央
公
民
館
に
庭
園
霜

一
一
．
・
ワ
）

1

階段下や自オとくにゴミが多かったのは、東口の

転車置場で2トン積トラック1台分のゴ振車置場で2トン積トラック1台分のゴ ミでし

また、同クラブから、駅前と東口にゴミ入

ゴ5個の寄贈があり配置しましたので、 ゴミ

ならずカゴに入れるようご協力ください。

た。

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
早
朝
清
掃

れプ

は力

小
田
木
さ
ん
詮園が灘

板橋利雄
公でず薊深

壼高く
王二 蓋

謝識霞

識

警
率
廠

、
小
‐
当
雰
芦
夕
ｈ
ｋ
Ｕ
ｊ

韓
罫
訓
妬

気
』

こ

この〃

本町＝の

立派なひ

あって月

たも
齢

え、

’【 岩 鈴
か
寄
贈

公民館利用者や道ゆく)人に観賞されています
苛贈された小田木さんと板橋さんに厚く感謝申し上げます

‐
の
で
、
他
の
カ
モ
類
が
入
っ
て
く
る
こ

州
と
が
予
想
さ
れ
る
。

伽
昨
年
ま
で
、
名
馬
里
ヶ
渕
に
は
オ
シ

肌
ド
リ
が
三
羽
見
ら
れ
た
が
、
心
な
い
猟

川
師
に
撃
た
れ
て
し
ま
い
現
在
見
る
蔭
も

岬
な
い
。
保
護
鳥
を
撃
つ
な
ん
て
猟
の
狩
の
で
あ
り
が
た
い
。
こ
の
鳥
も
含
め
て

椚
猟
許
可
証
は
返
上
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

朝

こ
こ
に
す
む
野
鳥
が
安
心
し
て
す
む
こ

Ⅷ
こ
の
写
真
は
、
ヤ
マ
セ
ミ
で
あ
り
、

一
と
が
で
き
、
湖
上
で
休
ん
で
い
る
烏
た

咄
花
貫
ダ
ム
の
愛
嬬
も
の
で
あ
る
。
今
年
ち
に
一
咲
か
な
目
差
し
を
向
け
た
い
も
の

恥
の
春
は
、
家
族
合
わ
せ
て
四
羽
い
た
が
で
あ
る
。

委

Ⅷ
こ
の
鳥
が
休
ん
で
い
た
木
は
、
す
で
に

州
伐
採
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
烏
は
、
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

川
ハ
ト
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
白
と
黒
の

”
街
を
歩
き
な
が
ら
吸
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
鯉

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
駅
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
歩
き
な
が
ら
吸

前
と
東
口
に
立
看
板
を
た
て
ま
し
た
。
う
の
は
火
災
の
も
と
で
す
。

愛婿もののヤマセ

Ⅱ

恥
八
旧
Ｖ’

；
〆
一

一

ヤ
マ

花
貫
ダ
ム
の
周
辺
に
は

コ
ガ
モ
を
は
じ
め
カ
ル

ガ
モ
、
オ
シ
ド
リ
、
カ
ワ

セ
ミ
、
セ
グ
ロ
セ
キ
レ

イ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

ダ
ム
湖
に
浮
ん
で
い
る

烏
と
し
て
は
、
コ
ガ
モ
、

カ
ル
ガ
モ
、
カ
イ
ツ
ブ

リ
な
ど
で
あ
る
。

今
度
、
ダ
ム
周
辺
が

銃
猟
禁
止
区
に
な
っ
た

花
貫
ダ
ム

と
自
然
画く

セ
ミ
（
カ
ワ
セ
ミ
科
）

か
の
こ
も
よ
う
。
魚
を
好
む
。
大
声
で

キ
ヤ
ヲ
ッ
、
キ
ャ
ラ
ラ
ヅ
と
鳴
き
な
が

ら
移
動
す
る
。

水
沼
ダ
ム
で
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ

花
貫
ダ
ム
の
方
が
近
く
で
観
察
で
き
る

ミ。休んでいたこ

の木は、伐採された。
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◆
②
今

ひ
ｒ
ａ

Ｇ
ｆ
６

◆

。

●

ゆ
り
中

●
ん
凸

◆
ヴ
リ

ザ
ザ
凸

。
ウ
リ

小
寺
●

タ
今
令

Ｇ
６
▲

●
？
◆

Ｇ
ｊ
凸

●
◆
ザ

◆
●
ロ

タ
ｆ
◆

●
◆
凸

今
ｆ
４

寺
〃
＆

ｇ
Ｇ
ｐ

◇
◆
■

。
ｆ
◆

ゥ
ｆ
今

◆
Ｇ
ザ

命
４
４

〃
ｐ
４

Ｇ
申
▲

●
け
寺

⑥
◆
＆

●
◇
ザ

。
◆
ｄ

ｆ
Ｇ
命

●
守
凸

●
ロ
ヴ

◆
ず
●

◆
り
ゆ

ゆ
り
ｇ

ゆ
り
◆

川
を
き
れ
い
に
．
…
：
と
標
示
板
を
設
置
に
、
私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
や
暮
し
の

山叫Ⅱ

絵
と
文
伊
藤
龍
馬
吋

》
一

;;

難

通

融溌蕊

､－…鞄……感

花
貫
溪
谷
は
、
ｎ
月
に
な
る
と
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
入
り
と
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
色
づ
い
た
渓
谷
を
若
い
人
や
、
家
族

連
れ
の
行
楽
客
で
に
ぎ
わ
い
”
ま
す
。
自

然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
場
所
で
、
清
流

花
貫
川
に
添
っ
た
キ
ャ
ン
プ
場
で
秋
の

一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
あ
と
に

残
さ
れ
た
の
は
、
空
カ
ン
、
ご
薙
屑
の

山
。
自
然
を
大
切
に
保
護
す
る
と
同
時

）

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

標
示
板

柿紅葉
1]月の声をきくと、花貫や大北の溪谷は、紅葉狩の人

達で一しきりにぎわう。下旬をすぎる頃から、木枯一番I

が吹き出して、木々は裸になってゆく。 －

柿の実の三つ四つ柿の紅葉かな 子
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設
置

を
“
宝
ご
短
牛
，
一
『
鯵
１
，
唾
、

，，

大
能
野
避
禰
鑓
鍵
協
支
部
で

如
月
１
鴎
耀
慶
蚤
鍾
愚
一
斉
に
「
共

同
募
金
運
動
』
一
濃
犠
跨
鋳
溌
て
お
り
ま

す
が
、
ぷ
な
さ
ま
の
理
解
と
善
意
に
よ

り
、
こ
の
運
蕊
の
目
標
１
８
１
万
５
，

０
０
０
円
調
達
礁
司
制
副
要
う
ゑ
な
さ

ま
の
ご
協
銅
溌
蕊
蹟
蝉
些
ま
す
．

し
い
街
、
り

さ
ん
の
薦
力ずパ
ー

ノ
、
り

・

香

凸

‐

丘

・Ｐ

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
と
、
標
示
板
を

設

置

し

熱

睡

程

是

一“‐一画

や
ゞ
↓
七
一
一
苓
舎
蔵
‐
、
．
弐
・

郷
土
高
萩
の
自
然
を
大
切
に
し
、
美

『
印
鶴
『
胎
・
時

能す I 求
こシめ

でに中全
はす楽な
、るし． し

川たく ク

ヘめすリ
空大ごエ

な
か
漆
遙
自
》
湾
混
の
地
域
を
明
る
く

豊
か
・
に
し
憩
い
会
ぐ
た
め
、
ま
た
自
然
を

ｒ

・

』

Ｐ

｝

畑

・
一
三
．
千
ｌ
バ
マ

カ
ン
や
・
コ
ミ
蓮
捨
て
な
い
よ
う
、

〃
冒
可
一
輩
よ
畔

Ｌ

ｃ

・

土

‐

季

〕

．

Ｌ
、
叩
‐

恨
月
馴
損
か
お
く

歳
末
助
腸
合
い
運
動

の

産
一
口
韮
↑
一
卦

識
功
雪
．

た
め
に
市
民
の
翠
な

ｒ、

Ｆ

誌
願
恥
し
ま
す
。

川
を

》
《

４
１
、

赤

の
死
亡

一
、
叉
宮
“
縮
ゞ

帳
巷
詳
年
で
ぁ

褒
騒
等
澪

脚
鯏
鷺
《
言
“

一
、

一
寛
永
以
降
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
名
の
皇
も
病

ほ
か
に
松
岡
、
小
木
津
、
上
宿
、
上
手
る
こ
り

一
諦
詞
評
峠
叫
犀
岬
証
》
吋
侭
訓
諦
細
郷
ゞ
群
隷
峠

一
な
ど
が
ふ
え
る
。
し
た
が
っ
て
妙
法
寺

寺
は
元
和
以
前
で
は
、
赤
浜
、
小
野
を

一
中
心
と
し
て
北
は
関
本
、
大
津
に
、
南
‐

》

一
は
荒
川
、
石
滝
あ
た
り
ま
で
信
徒
を
有

司

害
し
て
い
た
が
、
寛
永
以
降
は
南
に
教
線

一
が
の
び
て
川
尻
、
折
笠
か
ら
田
尻
、
成

驫

一
沢
に
ま
で
檀
家
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
‐
帳

一手
の
で
生
め
る
。

坐

手
つ
ぎ
に
過
去
帳
に
記
さ
れ
た
う
ち
で
蝉
》

醒

皐
と
く
に
死
亡
者
数
の
多
い
年
を
注
意
し

－
そ
の
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
象
よ
う
。

彗
止
長
元
年
（
一
四
二
八
）
に
は
十
九
名

聿
止
長
元
年
（
一
四
二
八
）
に
は
十
九
名

の
死
亡

奇

「
歳
末
助
け
合
い
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

１
口

識
謹鍵蕊

こ
の
運
動
は
、
目
標
額

が
１
７
０
万
円
で
、
日
頃

恵
ま
れ
な
い
人
々
を
慰
め

励
ま
し
合
い
、
明
る
い
年

越
が
で
き
る
よ
う
地
域
ぐ

る
乳
で
助
け
合
い
す
る
運

動
で
す
。

○
木
原
美
智
子
さ
ん
Ⅱ
東
小
学
校
３
年

福
祉
の
た
め
に
２
１
８
９
円

Ⅵ

○
三
原
洋
装
学
院
Ⅱ
有
明
町

恵
ま
れ
な
い
人
に
２
３
，
２
０
０
円

者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年

は
有
名
な
正
長
の
土
一
侯
が
発
生
し
た

年
で
あ
る
。
す
で
に
前
年
よ
り
疫
病
が

お
こ
り
、
天
下
に
蔓
延
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
正
長
元
年
に
な
る
と
日
本
中
に

三
日
病
と
よ
ば
れ
る
疫
病
が
流
行
し
、

古
来
未
曽
有
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
病
気
は
わ
ず
ら
っ
て
か
ら
三
日
間

で
絶
命
す
る
悪
疫
で
、
と
き
の
称
光
天

皇
も
病
気
に
な
り
気
絶
し
た
と
い
わ
れ

る
こ
の
疫
病
に
加
え
て
全
国
が
飢
饅
に

ゑ
ま
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
高
萩
地
方
で

も
そ
の
た
め
死
ぬ
者
が
多
か
っ
た
。

正長元年に19名の死亡者が記されている

し
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澱

講
座
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
い
ま

補
装
具
の
相
談

灘
講
座
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
○
皿
月
妬
日
午
前
９
時
ｌ
廻
時

蕊
を
歓
迎
し
ま
す
。

補
装
具
の
巡
回
相
談

灘
○
と
き
昭
和
風
年
哩
月
ｌ
確
年
３
月
○
浬
月
型
日
午
前
９
時
ｌ
哩
時

◆
●
。》

一
一
○
定
員
訓
人

第
２
、
第
４
水
曜
日
（
月
２
回
）

補
装
具
の
巡
回
相
談

午
後
６
時
１
８
時

い
ず
れ
も
高
萩
市
研
修
会
館
で

、
○
持
参
す
る
も
の

蕊
○
講
師
荒
木
恭
平
先
生

○
身
体
障
害
者
手
帳

●
●
●簿

○
締
め
切
り
ｎ
月
”
日

○
印
か
ん

合
●
●蕊

○
申
込
み
先
高
萩
市
中
央
公
民
館

○
源
泉
徴
収
票
又
は
納
税
証
明
書

識
・
（
電
話
③
１
１
２
５
）

無
料
の
法
律
相
談
．

〆、．。

艶
年
度
の
幼
稚
園
児

ぎ
無
料
の
法
律
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

の
募
集

は
お
気
軽
陰
」
相
談
く
だ
さ
い
。

か
昭
和
艶
年
度
市
立
幼
稚
園
の
入
園
児
○
と
き
哩
月
皿
日
午
前
、
時
か
ら
午

た
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。
後
３
時
ま
で

報
入
園
資
格
①
昭
和
妬
年
４
月
２
日
○
と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

市
か
ら
昭
和
卿
年
４
月
１
日
ま
で
生
ま
れ
○
相
談
員
石
島
秀
明
、
松
崎
保
元

辮
た
も
の
②
市
内
居
住
者
小
泉
尚
義
の
各
弁
護
士

蕊
受
付
期
間
理
月
６
日
（
月
）
か
ら
。
霞
人
権
擁
護
相
談

鐵
廻
月
皿
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
岨
時
人
権
擁
護
相
談
を
開
き
ま
す
。
お
気

、
一
一
《
）
ゞ
Ｊ

甲
『
▲

ぬ
歩
や
、
可
恋
心

安
良
川
公
民
館
が

移
転
し
ま
し
た

安
良
川
公
民
館
が
、
、
月
か
ら
高
萩

市
農
協
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階
（
安

良
川
測
番
地
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
萩
市
農
業
協
同
組
合
の

好
意
で
お
借
り
し
た
も
の
で
す
。

安
良
川
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る
方
は

宇
佐
美
忠
館
長
（
安
良
川
６
６
４
露
③

１
４
８
８
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
で
は
、
蚫
月
か
ら
将
棋

|’将
棋
講
座
生
の
募
集

相
談
の
お
し
ら
せ

募
集
’

ま
で

※
狸
月
１
日
（
水
）
か
ら
各
幼
稚
園
で

入
園
願
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
記
入
し
申
込
桑
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員

第
一
幼
稚
園
１
２
０
名
１
年
保
育

松
岡
幼
稚
園
４
０
名
〃

東
幼
稚
園
８
０
名
〃

秋
山
幼
稚
園
１
２
０
名
〃

く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
育
委
員
会
学

務
係
電
話
③
１
１
３
１
ま
た
は
各
幼
稚

園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

’’

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
団
地
、

自
動
車
鑿
舞
浄
ぢ
か
方
か
ら
自
動
車

税
（
県
税
）
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
軽
自
動
車
憩
講
入
さ
れ
た
と

き
や
、
転
閤
謹
沸
た
鍵
浄
に
陸
運
事

務
所
で
の
零
総
意
が
澆
可
し
て
い
な
い

た
め
納
税
腫
騨
篝
が
堀
か
な
い
こ
と
が

は
な
る
べ
く
幼
児
の
手
が
と
ど
か
な
い

と
こ
員
に
置
き
ま
し
ま
う
。

て
い
為
函
回
挺
‐
、
』
鍛
毛
や
ん
が
ア
イ
ロ
ン

”

ｒ

十

０

●

１

１

０

一

、

〃

に
さ
わ
っ
て
ヤ
ケ
ド
を
し
た
…
。
：
こ
ん

な
》
｝
と
嬉
概
ら
起
減
た
め
に
、
家
電
品

自
動
車
の
蓋
録
の
お
願
い

○○
務鈴相と

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き
哩
月
８
日
午
前
汕
時
か
ら
午

虹
咽
ｆ
日
砿
さ

上
雪
Ｊ

お
母
ざ

４
も
６
．
Ｆ

《
ユ
ー

〉

９よ
つ
と
目
を
は
な
し

公
民
館

、
永
山
美
休

相
談
員
と
法

’
事
務
所
へ

運
事
務
所

所
は
詳
細

ア
パ
ー
ト

は
、
番
号

さ
れ
る
こ

と
く
に
、
洗
濯
機
の
脱
水
槽
や
扇
風

機
に
は
お
子
さ
ま
を
近
づ
け
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
あ
ん

か
は
直
接
こ
う
に
ふ
れ
な
い
よ
う
布
で

つ
つ
む
と
か
へ
ス
ト
ー
ブ
に
は
ス
ト
ー

ブ
用
の
網
を
か
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
東
京
電
力
日
立
営
業
所
高
萩
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
）

年
賀
は
が
き
は
↑

５
日
か
ら
発
売

○
発
売
ｎ
月
５
日
午
前
８
時
か
ら

寄
附
金
つ
き
迦
円
意
匠
つ
る

″
な
し
卯
円
〃
か
め

○
お
年
玉
賞
品

一
等
折
り
た
た
み
自
転
車

二
等
腕
時
計

三
等
封
筒
と
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
ヵ
ー

ポ
ｒ
セ
ツ
卜

四
等
お
年
玉
切
手
シ
ー
ト

今
年
の
年
賀
は
が
き
は
、
発
行
枚
数

が
少
な
い
で
す
か
ら
お
早
め
に
ど
う
ぞ

◇
◇
◇

．
｜
§
｜
今
、
郵
便
局
で
は
昭
和
鞘
年
９

－

彰

一
町
も
一
；

本
ｑ

11月の市政懇談会

11月12日下手綱公民館

時間は午後6時からです
｜

＃
二
台
以
上
の
電
話
は

代
表
扱
い
に
し
て

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
か
け
た

り
す
る
回
数
が
多
い
と
き
は
、
一
台
の

電
話
で
は
大
切
な
用
事
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
ぎ
は
、
二
台
以
上
の

電
話
器
が
必
要
で
す
か
ら
局
の
方
へ
申

し
で
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
二
台

以
上
の
電
話
器
を
お
持
ち
の
方
は
、
代

表
扱
い
に
す
れ
ば
一
つ
の
電
話
が
お
話

中
で
も
自
動
的
に
次
の
電
話
に
接
統
さ

れ
、
ず
っ
と
能
率
が
あ
が
り
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
局
の
方
へ
申
し
込
め
ば

無
料
で
行
な
い
ま
す
。

（
高
萩
電
報
電
話
局
）

月
聖
日
以
前
に
預
け
た
定
期
貯
金
の
利

息
が
有
利
に
な
る
手
続
き
③
を
取
り

あ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

期
限
は
、
盟
年
１
吋
昭
日
ま
で
で
す

か
ら
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

、
。

わ
し
く
は
郵
便
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市の人口と悩帯数

10月1日現在 前月比

1 1 Ⅱ
ｒ
“
由
睡
１
８
芯
Ｆ
マ
乙
西

二
三
・
・
凸
丈
Ｆ
、
』
言
・
・
・
ニ
デ
ー
ニ
宙
．
・
企
ざ
■
，
Ｌ
葛
・
ロ
ロ
昌
宇
◇
尋
堂
【
・
・
呂
呂

局
の
窓
口
へ

口 31，419人 （＋26）人
§

W 15,400人 ( 0)

女、‐ 16，0 19人 （＋26）

2世帯 （-卜 2）世帯 8．692世帯 （-'－ 2） §
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